
　　　　

2025 年 7 月 8 日

10 時 0 分から 19 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 季節ごとの農業体験。月１回のイベント開催(球技大会・アート・運動クラブの講師を招いて体験会等)

（別添資料１）

家族支援
月１回の保護者向けのイベント実施。
相談を受けやすい体制作り。

移行支援
自身の好きなこと、得意なことを児童自身で認知していくことで、
習い事や部活動など、地域での活動へ移行していけるように支援。

地域支援・地域連携 市内の子育て会議やイベントへの参加。 職員の質の向上
支援の振り返りを日々の中で実施。
外部講師によるオンライン又はオフラインでの研修を提供。

支　援　内　容

トイレや手洗い、鼻をかむなどの身辺自立やエチケットを目的とした支援。屋外での生活における事故防止のため、遊びの中で、交通標識や交通ルールを確認し、実際に外出で活動があ
る際は、スタッフと共に安全を確認しながら行動をする。窓ふきや掃除・片付けなど身の回りの整理整頓についても、楽しいと思えるようゲーム感覚で実施。等

ボール遊び、ボールプール、トランポリン、ダンス、手押し相撲などの粗大運動。ダンボール工作、新聞紙遊び、室内砂場、スライム作り、ぷちぷち遊びなどの微細運動。それぞれの運
動の中で、児童が感覚を意識できるように声掛け、または力の加減・調整の支援を実施する。等

本
人
支
援

上下左右、大きい小さいなどの概念を習得するためのワークシート等を活用した支援。
一日を振り返りを行い、自身の気持ちを色で表すなどをすることで、自身の行動やそのときの気持ち(認知)を一緒に整理していく支援を実施。等

語彙カードやひらがな積み木などを活用した言語習得の支援。口の動きの模範などの発声の仕方を訓練する支援。ジェスチャーゲームやハンドサイン・絵カードを通じて、非言語でのコ
ミュニケーション方法の支援。チクチクことばやふわふわことば、気持ちの代弁等の、気持ちに配慮したコミュニケーション方法等により、言語とコミュニケーション習得の支援を実
施。

ごっこ遊びや秘密基地作りなどで、児童たちが主体的に場面の想定をして、それぞれの役になることで、その役に適した社会性のあるコミュニケーションの習得。
また、ボードゲーム、ドッヂボールなど、ルールがある集団での遊びを通じて、ルールがある中での人間関係や社会性を支援。等

支援方針 児童の主体性を大切にし、将来、自分自身で考え、自分の意志で選択していく力を持てるように支援をする。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 自分のことを好きになれるばしょ

事業所名 陽のあたるばしょ 晴見町店 作成日支援プログラム










